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社会保障・税番号制度

「マイナンバー制度」が始まります
10 月から「通知カード」が送付されます。 問マイナンバーコールセンター　☎ 0570-20-0178

　＜制度に関すること＞　総務企画課  総務係　☎52-5802
　＜カードに関すること＞　町民福祉課  住民係　☎52-5811

マイナンバー制度とは

３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

マイナンバーの通知　【平成 27 年 10 月５日以降、順次送付されます】

個人番号（マイナンバー）カード　【平成 28 年１月から交付が始まります】

　マイナンバー制度は、国内に住所を有する一人
ひとりに 12 桁の個人番号（マイナンバー）を付
番し、国や町など複数の機関が持つ個人情報が同
一人のものであると確認できることで、社会保障
と税制度の効率化を図り、給付や負担などの公平
性を確保するための社会基盤です。
　個人番号は、社会保障・税・災害対策の各分野
で利用されます。

○住民登録がある全ての人に、12 桁の個人番号
を記載した「通知カード」が送付されます。

○通知カードは紙製のカードで、券面に氏名・住
所・生年月日・性別・個人番号が記載されます
が、身分証明書として使用はできません。

※中長期在留者や特別永住者などの外国人の人に
も「通知カード」が送付されます。

※通知カードを確実に受け取っていただくため、
今のお住まいと住民票の住所が異なる人は、お
早めにお住まいの市区町村に住民票の異動届出
をお願いします。

　単身者で長期間にわたり医療機関や施設
などに入院・入所されている人やＤＶ被害
者など、やむを得ない理由により住所変更が
難しい人は、現在お住まいの場所を住民票の
ある市区町村に登録することで、そこに通知
カードを送付することが可能になります。

登録申請期限　９月 25 日（金）必着

　登録申請の方法など、詳しくは町のホーム
ページでご確認いただくか、住民票の住所地
の市区町村にお問い合わせください。

○通知カードが届いた後、同封されている申請書
を郵送（スマートフォンなどによるオンライン
申請も可）することにより、平成 28 年１月以降、
町民福祉課住民係で個人番号カードが交付され
ます。※初回発行手数料は無料

○個人番号カードは、写真・氏名・住所・生年月
日・性別・個人番号が表示され本人確認のため
の身分証明書として使用できるほか、カードの
ＩＣチップに搭載された電子証明書を用いて、
e-Tax をはじめとする各種電子申請に利用でき
ます。（所得などプライバシー性の高い個人情
報は記録されません。）

●国民の利便性の向上
　年金・福祉などの申請で書類の添付

　が減ります

●行政の効率化
　手続きが正確で早くなります

●公平・公正な社会の実現
　給付金などの不正受給を防止します

表面には、
個人番号の
記載はない
↓

コピーできる人
に制限はない
（本人同意など
によりできる）

裏面には、
個人番号の
記載がある

↓
コピーできる人
は行政機関や雇
用主など法令に
規定された人に
限定される

表

裏
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今後のスケジュール マイナンバーでできること

個人情報の保護対策

平成 27 年 10 月から

マイナンバーを通知します。
 ！ 重要
　マイナンバーを記載した「通知カード」が
　届いたら、大切に保管してください。

平成 28 年１月から

・社会保障・税・災害対策の行政手続きで、
　マイナンバーが必要になります。
・希望者には、個人番号カードを交付します。

○マイナンバーは、社会保障・税・災害対策の手続で行政機
関や雇用主などに提供する場合を除き、他人に提供するこ
とはできません。

○他人のマイナンバーを不正に入手することは、処罰の対象
です。

○自宅のパソコンなどから、自分の個人情報にアクセスした
行政機関の確認ができます。

　（マイナポータルは平成 29 年１月運用開始予定）

　法人には、１法人につき１つの法人番
号（13 桁）が指定され、平成 27 年 10 月
以降、書面により国税庁から登記上の所
在地に通知されます。
　法人番号はインターネットで公開され、
個人番号とは異なり利用範囲の制約がな
く、誰でも自由に利用できます。

法
人
番
号

田
布
施
町

合
併
60
周
年
記
念
式
典

問
総
務
企
画
課

　

☎
52
‐
５
８
０
２

　

本
町
は
、
昭
和
30
年
１
月
に
１
町
３
村

が
合
併
し
、
本
年
で
60
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
を
記
念
し
た
式
典
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時　

11
月
３
日
（
火
・
祝
）

　

午
前
９
時
30
分
～

◇
場
所　

田
布
施
中
学
校
体
育
館

◇
内
容

・
第
１
部

　

町
長
式
辞
、
来
賓
祝
辞
、
功
労
者
表
彰

な
ど

・
第
２
部

①
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

②
記
念
講
演

　

会
場
内
に
は
、
思
い
出
の
写
真
パ
ネ
ル

お
よ
び
小
・
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た

合
併
60
周
年
記
念
作
文
・
絵
画
の
入
賞
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

平成 28 年１月以降、住民の皆さんの

○年金、医療、介護、生活保護、児童手当など

　→社会保障関係の手続

○税務署などに提出する書類への記載など

　→税務関係の手続

○被災者生活再建支援金の支給など

　→災害対策に関する手続

役所などの行政手続で必要となる大切なものです。

マイナンバーで

何ができるの？

災害対策？ 社会保障？
税？

マイナンバー制度に便乗した不正
な勧誘および個人情報の取得にご
注意ください。
通知前にマイナンバー制度関係で
行政機関などから手続を求めるこ
とはありません。

注意
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臨時福祉給付金の申請について

◇支給額
　支給要件を全て満たす人に、一律 6,000 円
　（1 回限り）
◇支給要件
①平成 27 年 1 月 1 日に田布施町に住民登録があ

ること
②平成 27 年度の住民税（均等割）が課税されて

いないこと
③平成 27 年度の住民税が課税されている人の扶

養親族（注）になっていないこと
　（注）本給付金で確認する「扶養親族」とは、確定

申告書や住民税申告書、源泉徴収票などに扶養親

族として申告された人や、青色事業専従者および白

色事業専従者の人をいいます。なお、16 歳未満の

人を税の申告において扶養親族としていない場合で

も、生計を一とし、他の人の扶養親族でなければ本

給付金の申請においては扶養親族とみなします。

※生活保護の受給者は支給対象となりません。

　昨年度と同様に、「臨時福祉給付金」の支給を実施します。支給要件に変更はありませんが、今回の
給付額は１人につき 6,000 円です。支給要件、申請方法、申請期間は次のとおりです。

◇申請方法
　支給要件に該当すると思われる人には、9 月

18 日（金）以降、申請書を送付します。必要
事項をご記入のうえ、添付書類（注）を添えて、
町役場臨時福祉給付金窓口に提出されるか、返
信用封筒で郵送してください。

　（注）添付書類：対象者全員の、住基カード、運転

免許証、保険証、年金手帳などいずれかの写し

※支給要件に該当すると思われる人で申請書が
届かない場合は、町役場臨時福祉給付金専用ダ
イヤル（☎ 52-2002　開設期間：9 月 24 日～
12 月 25 日）へお問い合わせください。

※支給要件について、全部確認ができない人につ
いても申請書を送付します。しかし、申請して
も支給要件に該当しない場合は、給付金の支給
を受けられません。ご了承ください。

◇申請期間
　９月 24 日（木）～ 12 月 25 日（金）（消印有効）

平
成
27
年
度
の
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

ど
な
た
か
の
扶
養
親
族

で
す
か
？

臨
時
福
祉
給
付
金
の

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん

臨
時
福
祉
給
付
金
の

対
象
で
す

扶
養
し
て
い
る
人
は
、

平
成
27
年
度
の
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

対
象
者
か
ど
う
か
は
、
こ
ち
ら
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問町民福祉課  福祉係　☎ 52-5810
　専用ダイヤル　　  　☎ 52-2002（９月 24 日以降）

はい

はいはい

いいえ

いいえ

いいえ

９月は
健康増進普及月間です
　統一標語
　「１に運動、２に食事、

しっかり禁煙、最後にクスリ」
～健康寿命の延伸～

広
報
の
お
話　

vol
４

　

秋
に
な
る
と
よ
く
耳
に
す
る
、

○
○
の
秋
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読

書
の
秋
…
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
出

し
ま
す
か
？
わ
た
し
の
オ
ス
ス
メ

は「
田
布
施
の
秋
」で
す
。

　

今
年
は
、
田
布
施
町
合
併
60
周

年
。
秋
に
は
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

控
え
て
お
り
、
11
月
に
は
記
念
式

典
も
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
折
に
田

布
施
を
よ
り
深
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
が
今
以
上
に
こ
の
町

を
愛
し
て
く
だ
さ
れ
ば
う
れ
し
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
食
欲
の
秋
は
避
け
た
い
広
報
担
当
）
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ヤフー株式会社と
「災害時に係る情報発信等に関する協定」を締結しました

　この協定は、ヤフー株式会社と田布施町が相互にインターネットの特性を活かし、迅速かつ正確な
災害情報を住民の人へ届けることを目的とするものです。

▼スマートフォン版 Yahoo!JAPAN
　トップページの表示イメージ

▼トップページをクリックした後の
　展開先ページの表示イメージ

　具体的な内容や方法は、災害の情報などを考慮し、ヤフー株
式会社との協議により今後決定します。なお、この協定に基づ
くサービスは、特段の合意がない限り無償で行われます。

避難情報をヤフーに掲載します。
※避難情報とは、避難準備情報・避難勧告・避難指示などです。

キャッシュサイトを作成し、過大なアクセスにより田布施町の
サーバーがダウンすることを防ぎます。
※キャッシュサイトとは、検索エンジン（今回の場合は Yahoo!JAPAN）
　上に複製されたサイトのことです。Yahoo!JAPAN のサーバー上に

保存されているため、アクセスが集中しても田布施町のオリジナル
ホームページが見られなくなるなどの不具合は発生しません。

田布施町内の防災情報（避難所など）をヤフーに提供し、平常
時からヤフーサービス上で確認できるようにします。

万が一災害が発生した場合は、田布施町内の被害状況に関する情
報および避難所におけるボランティアの受け入れ状況を、ヤフー
サービス上で確認できるようにします。

田布施町内の避難所で救援物資が必要となった場合には、必要
救援物資の状況をヤフーに提供し、ヤフーサービス上で公表す
ることにより、広く救援物資を募ることができます。

問総務企画課  総務係　☎ 52-5802

1

2

3

4

5

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会

　

第
28
回
全
国
健
康
福
祉
祭
や
ま
ぐ
ち
大
会
（
愛
称
：
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５
）が
、10
月
17
日（
土
）

～
20
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

田
布
施
町
で
は
、
10
月
18
日
（
日
）
に
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交

流
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
40
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
す
。
競
技
は
、
午
前
10
時
に
田
布
施
中
学
校
を
ス

タ
ー
ト
し
、
同
中
学
校
に
ゴ
ー
ル
す
る
特
設
コ
ー
ス
で
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
沿
道
で
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
民
福
祉
課　

☎
52
‐
５
８
１
０



▼本町の将来人口の年齢区分別推計

2015　9/11 号　

■ 「
田
布
施
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
は

　
　

本
町
の
人
口
の
現
状
を
分
析
し
、

人
口
に
関
す
る
町
民
の
認
識
を
共
有

し
な
が
ら
、
今
後
目
指
す
べ
き
将
来

の
方
向
と
人
口
の
将
来
展
望
を
示
す

も
の
で
、
同
時
に
策
定
す
る
総
合
戦

略
の
施
策
を
企
画
立
案
す
る
う
え
で

の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

■ 

人
口
の
現
状
分
析
（
国
勢
調
査
）

○
本
町
の
人
口

　

昭
和
30
年
合
併
当
時
１
万
６
５
７
９

人
で
、
そ
の
後
大
き
な
増
減
な
く
推

移
し
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
60
年

の
１
万
６
７
４
０
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
傾
向
と
な
り
、
平
成
22
年
度
で

１
万
５
９
８
６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
自
然
動
態
の
推
移

　

近
年
、
死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
る

自
然
減
が
続
い
て
お
り
、
平
成
25
年

で
は 

89
人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
合
計
特
殊
出
生
率

　

一
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
ど
も

の
数
（
合
計
特
殊
出
生
率
）
は
、
平

成
20
年
～
平
成
24
年
で
は
１
．
４
８

と
、県
の
１
．５
２
に
比
べ
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

○
社
会
動
態
の
推
移

　

平
成
20
年
以
降
、
転
出
が
転
入
を

上
回
る
社
会
減
が
続
い
て
お
り
、
平

成
25
年
は
57
人
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
大
学
進
学
や
就
職
に
よ

る
10
代
後
半
か
ら
20
代
前
半
の
転
出

が
多
い
状
況
で
す
。

■ 

３
つ
の
基
本
的
視
点

　
　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
３
つ
の
基
本

的
視
点
に
基
づ
き
総
合
戦
略
施
策
の
基

礎
と
し
て
い
ま
す
。

①
多
様
な
働
く
場
の
不
足
に
よ
る
若
年

層
の
流
出
を
止
め
る

②
出
生
率
の
低
迷
に
よ
る
継
続
的
な
人

口
減
少
の
流
れ
を
変
え
る

③
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
良
好
な

生
活
環
境
を
確
保
す
る

■ 

将
来
人
口
の
推
計

ア
国
の
人
口
推
計
で
は
、
田
布
施
町
は

平
成
72
年
に
９
１
２
３
人
ま
で
減
少

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
し
か
し
、
本
町
の
人
口
推
計
で
は
、

現
在
策
定
中
の
総
合
戦
略
に
掲
げ
る

施
策
の
効
果
を
見
込
み
、
合
計
特

殊
出
生
率
を
、
県
と
同
様
に
平
成
42

年
に
１
．
９
０
、
平
成
52
年
に
２
．

０
７
と
し
、
平
成
47
年
以
降
の
転
出

超
過
と
な
っ
て
い
る
年
代
の
転
出
数

を
ゼ
ロ
と
し
た
独
自
推
計
を
行
い
ま

地

方

創

生
シリーズ②

問
総
務
企
画
課  

企
画
係

　
☎
52
‐
５
８
０
３

６

総人口（人） 年齢別（人）

平成 22 年 平成 27 年 平成 32 年 平成 37 年 平成 42 年 平成 47 年 平成 52 年 平成 57 年 平成 62 年 平成 67 年 平成 72 年

総人口 0 ～ 14 歳 15 ～ 64 歳 65 歳以上

9,295

8,357
7,874

7,472
7,170

6,798
6,269

5,965 5,883 5,958 6,041

2,100 2,012 1,836 1,737 1,688 1,667 1,699 1,734 1,748 1,714 1,692

15,986 15,507 14,973
14,363 13,730

13,090
12,635

12,243 11,907 11,599 11,314

4,584
5,138 5,263 5,155 4,872 4,624 4,667 4,544 4,276

3,928
3,582

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

　

現
在
作
成
中
の
計
画
（
案
）
な
ど

を
公
表
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
た
。

ウ
こ
れ
に
よ
る
と
、本
町
の
人
口
は
、

ア
の
国
の
推
計
よ
り
約
２
２
０
０

人
多
い
１
万
１
０
０
０
人
以
上
の

人
口
維
持
が
図
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

次
回
は
総
合
戦
略
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◇
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
対
象
計
画（
案
）

・
第
５
次
田
布
施
町
総
合
計
画
（
後
期
）

基
本
計
画
（
案
）

・
田
布
施
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

・
田
布
施
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略（
案
）お
よ
び
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
（
案
）

◇
募
集
期
限　

９
月
30
日
（
水
）
必
着

◇
閲
覧
場
所　

町
役
場
総
務
企
画
課
・

各
公
民
館
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◇
提
出
方
法

　

提
出
さ
れ
る
文
書
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
総
務
企
画
課

へ
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
持
参
の
い
ず
れ
か
で
提
出

◇
提
出
先　

田
布
施
町
役
場  

総
務
企

画
課  

企
画
係
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■
第
２
回
委
員
会

　
　

８
月
17
日
（
月
）、
第
２
回
庁
舎
問
題
等

検
討
町
民
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

委
員
会
で
は
、前
回
提
案
さ
れ
た
３
案（
①

現
庁
舎
を
改
造
し
て
使
用
、
②
旧
田
布
施
工

業
高
校
の
本
館
を
利
活
用
し
て
移
転
、
③
新

築
）
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
基
本
方
針
に
つ
い
て

　
　

協
議
の
結
果
、
基
本
方
針
と
し
て
、
②
案

の
旧
田
布
施
工
業
高
校
の
本
館
を
利
活
用
す

る
案
（
配
置
・
敷
地
案
の
図
参
照
）
で
、
町

に
検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
、
全

員
一
致
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

基
本
方
針
の
取
り
ま
と
め
の
際
に
、
次
の

提
言
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

○
提
言
・
要
望

・
現
庁
舎
の
平
屋
建
の
施
設
部
分
を
残
し
、
保

健
セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
複

合
利
用
し
て
は

・
移
転
庁
舎
に
は
総
合
案
内
所
な
ど
を
設
置
し
て

ほ
し
い

・
庁
舎
移
転
案
に
保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
を
追
加

し
て
ほ
し
い

・
少
し
で
も
、
将
来
へ
の
財
政
負
担
の
軽
減
を

し
て
ほ
し
い

・
移
転
庁
舎
内
外
に
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
・
手
す

り
・
身
障
者
用
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど

・
駐
車
場
と
な
る
現
グ
ラ
ン
ド
と
の
段
差
解
消

の
た
め
の
対
応
を

・
会
計
室
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
な
ど

　
　

そ
の
他
、
委
員
で
あ
る
山
口
銀
行
か
ら
、

今
後
の
維
持
管
理
ま
で
含
め
た
民
間
資
金
の

活
用
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

本庁舎役場を旧田布施工業高校本館に移転する方向で検討することとなりました。

第２回庁舎問題等検討町民委員会

■
敷
地
【
案
】（
旧
田
布
施
工
業
高
校
）

■配置【案】（旧田布施工業高校・本館棟）

※配置案・敷地案は、現在協議中で、
　今後変更になる場合があります。

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

山口県の総合支援学校
（高等部）が利用予定

７

     ↑
さくら橋

エ
レ
ベ
ー
タ
ー←　



　

今
年
の
10
月
１
日
（
木
）
を
基
準

日
と
し
て
、
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
宅
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
で
き
る
環
境
が
な
い
人
や
、

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
不
安
な
人
の
た

め
に
、
役
場
内
に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
が
で

き
る
会
場
を
設
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
下
さ
い
。

◇
会
場　

町
役
場
１
階
会
議
室

◇
期
間

　

９
月
10
日
（
木
）
～
18
日
（
金
）

　
（
土
日
を
除
く
）

◇
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

◇
必
要
書
類

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
利
用

者
情
報
」（
Ａ
４
）

※
役
場
で
回
答
を
す
る
際
に
も
、

９
月
10
日
（
木
）
か
ら
調
査
員

が
配
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
の
利
用
案
内
」
に
同
封
さ
れ

た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の

利
用
者
情
報
」
に
記
載
の
調
査

対
象
者
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

８

  

調
査
項
目

　

氏
名
、
出
生
の
年
月
、
現

在
の
場
所
に
住
ん
で
い
る
期

間
、
５
年
前
に
住
ん
で
い
た

場
所
、
９
月
24
日
～
30
日
ま

で
の
１
週
間
の
仕
事
（
見
込

み
）、
就
業
地
ま
た
は
通
学

地
、
勤
め
先
・
業
主
な
ど
の

名
称
お
よ
び
事
業
の
内
容
、

本
人
の
仕
事
の
内
容

な
ど
全
14
項
目

2015　9/11 号　

国
勢
調
査

問
総
務
企
画
課  

企
画
係　

☎
52
‐
５
８
０
３

国
勢
調
査
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

回
答
が
で
き
る
会
場
を
設
け
ま
す

海の男とハニカミ・プラン

in 浮島
　独身漁業者と浮島の海辺で楽しいひと時を過ごしませんか？
　海の男と真面目にお付き合いしたい独身女性を募集しています。
男性は、光市、田布施町、周防大島町、上関町、柳井市在住の
20 ～ 50 歳までの独身漁業者です。

◇日程　10 月 17 日（土）
◇場所　周防大島町浮島
◇内容　新鮮魚貝バーベキュー・各種ゲームなど
◇応募資格
　県内在住の 18 歳以上 45 歳未満の独身女性（学生不可）
◇定員　15 人（先着順で定員になり次第締切）
◇参加費　2,000 円
◇応募締切　９月 30 日（水）
◇応募方法　郵便・FAX・メールで応募する
※住所・氏名・年齢・電話番号を記載してください。
◇主催　山口県漁協青壮年部連合会柳井支部
◇応募・問合せ先
　〒 742-0031　柳井市南町 3-9-3
　山口県柳井水産事務所
　☎ 0820-22-0740　℻ 0820-23-5474
　mail：a16404@pref.yamaguchi.lg.jp

 山口どこでも紙芝居
（田布施会場）

◇日時
　９月 20 日（日）
　10 月 18 日（日）
　11 月 15 日（日）
　午後１時 30 分～午後３時
◇場所
　田布施町郷土館
※「山口どこでも紙芝居
　スタンプラリー」の会場です。
◇上演内容
　「かせ繰り田」など
◇問合せ先
　田布施紙芝居の会

（田布施町郷土館内）
　☎ 52-2620

　県内各地域で趣向を凝らした紙
芝居を上演しています。
　昔懐かしい紙芝居のあたたかい
雰囲気をお楽しみください。



12/13
（日）
小雨決行
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スタート 町民グランド 10:00
1 区 町民グランド～中央南（田布施図書館横） 10:06
2 区 中央南～長合（南周防農地整備事業所前） 10:10
3 区 長合～宿井（吉川設備前） 10:16
4 区 宿井～瓜迫（城南公民館前） 10:24
5 区 瓜迫～瀬戸（しもらく牛乳前） 10:30
6 区 瀬戸～岸田（河原田会館前） 10:37
7 区 岸田～東竹尾（牛作建築横） 10:42
8 区 東竹尾～奈良（田布施・平生合同斎苑前） 10:48
9 区 奈良～地家（山本宅前） 10:54

10 区 地家～蓮輪（蓮輪集会所前） 11:00
11 区 蓮輪～町民グランド（フィニッシュ） 11:06

中継所通過予定時刻

(1.9km)

(1.3km)
(1.9km)

(1.8km) (2.3km)

(2.2km)

(1.6km)

(2.0km)

(1.9km)

(1.5km)

(1.9km)

コース略図と区間距離

■申込み・問合せ先　田布施体育協会　☎ 52-3832　　（■共催　田布施町教育委員会）

第 51 回 町内一周駅伝競走大会を開催します
◇受付
　午前８時 30 分～
◇開会式
　午前９時 20 分～午前９時 40 分
◇スタート
　午前 10 時
◇出場申込方法
　田布施体育協会備え付けの申込書またはメール
（sportscenter@town.tabuse.yamaguchi.jp）で
申し込む

◇出場申込期限　10 月 23 日（金）
　〈最終メンバー登録期限　11 月 25 日（水）〉

・駅伝大会への募金をお願いします。
　（１口 100 円から体育協会にて受付）
・駅伝大会をサポート（大会準備・交通監視・給

水など）するボランティアを募集しています。

※出場申込方法やボランティア参加など、詳細は
お問い合わせください。

　　田布施町合併 60 周年記念の行事として盛り
上げ、町を活性化しましょう。力走する各チー
ム・選手への応援をお願いします。

たぶせスポーツまつり
第17 回 

田布施町
合併 60 周年記念

  グラウンド：運動会  
スポーツ団体、地域自治会が４チームに分かれて
熱戦。飛び入り参加競技もあります。あなたもチー
ムに参加してスポーツを楽しみましょう！
◇主な競技
　飴食い競走、尻圧パンク、百足競争、パン食い

競走、長縄跳び、小学生地域対抗リレー、スポー
ツ少年団によるレクリエーションゲームなど

　最後はウルトラクイズ、皆で挑戦しよう。

  出店  
弁当、パン、カレー、うどん、焼きそば、ホットドッ
グ、焼き鳥、たこ焼き、ジュース、アイスクリーム、
海産物珍味、ジャム

  軽スポーツ 他  
・ゲームなど子どもが気軽に遊べるコーナー
・テニス、弓道、第２体育館の施設は午後５時ま

で一般開放（無料）

第１体育館：健康ブース
山口県立大学スタッフ（教員・医師・学生）が、
対応します。
・血管年齢の測定　・体脂肪率・握力などの測定
・食生活・栄養に関する個別相談

  第５回ウォーキング大会　同時開催  
午前 10 時  スポーツセンタースタート・ゴール
コース　4.4㎞、７㎞、９㎞
参加料　小学４年生以上　500 円

◇開催日　10 月 17 日（土）
◇時　間　午前９時～午後２時
◇場　所　スポーツセンター

競技参加者募集中！



食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

食
生
活
改
善
普
及
運
動
実
施
期
間
中
で
す
。

「
毎
日
プ
ラ
ス
１
皿
の
野
菜
」
で
健
康
づ
く
り
！

102015　9/11 号　

　保健センターだより　
健
康
づ
く
り

推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

肺がん・結核検診のお知らせ
問保健センター　☎ 52-4999

月 日 受 付 時 間 実 施 場 所 月 日 受 付 時 間 実 施 場 所

10
月
16
日

（金）

  9:00 ～  9:20 　真殿　石原利人宅前

10
月
21
日

（水）

  9:00 ～  9:20 　竹尾公民館

  9:50 ～ 10:10 　国木公民館   9:40 ～  9:50 　上組　宮本勝宅前

10:30 ～ 11:00 　岸田　岸田団地入り口 10:00 ～ 10:20 　中郷　中郷公会堂

11:20 ～ 11:40 　中央公民館 10:40 ～ 11:00 　麻里府公民館

13:10 ～ 14:00 　西田布施公民館 11:20 ～ 11:40 　Ａコープ麻里府店跡地

10
月
19
日

（月）

  9:00 ～  9:10 　平田　小田壽美枝宅前 13:10 ～ 13:40 　浜城　泊浄人宅前

  9:30 ～  9:50 　宿井　天行居境内 14:00 ～ 14:40 　麻郷公民館

10:10 ～ 10:30 　石の口　円満寺境内
10
月
22
日

（木）

  9:00 ～  9:30 　塩坪　米津金物店前

10:50 ～ 11:30 　新宿井　藤永酒店前 10:10 ～ 10:30 　天神　天神様境内

13:10 ～ 13:40 　瀬戸　小川関三宅駐車場 10:50 ～ 11:30 　東田布施公民館

14:00 ～ 14:40 　南すおう農協田布施支所 13:10 ～ 13:40 　麻郷福祉会館

10
月
20
日

（火）

  9:00 ～  9:20 　大田　原田孝宅前 14:10 ～ 14:30 　大波野中　誓立寺境内

  9:40 ～  9:50 　西山　福本倉庫前 15:00 ～ 15:10 　小行司　大村正賀宅前

10:10 ～ 10:30 　川西　村田誠二宅駐車場
10
月
23
日

（金）

  9:00 ～  9:10 　尾迫　尾迫日出秋宅前

10:50 ～ 11:30 　城南公民館   9:30 ～  9:40 　八海　吉井一雄宅前

13:10 ～ 13:30
　南周防農地整備事業所
　（旧田布施農林事務所）

10:10 ～ 10:40 　鳥越　桑原酒店駐車場

11:00 ～ 11:30 　高塔　高塔公会堂

13:50 ～ 14:30 　ピクロス田布施店 13:10 ～ 13:30 　新川　井原建設前

14:00 ～ 14:40 　地域交流館横駐車場

　肺がん・結核検診を下記の日程で実施します。
　肺がんは死亡率の高い疾患で、部位別死亡率は、男性１位、女性２位（2012 年厚生労働省総計）と
なっています。早期発見のために定期的に受診しましょう。
　すでに医療機関・職場などで受診した人または受診予定の人は、受ける必要はありません。
　なお、転入などで申し込みをしていない人は、保健センターまで申し込んでください。

※
対
象
者
に
は
、
後
日
、
受
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

対象者

○
65
歳
以
上
の
人
…
全
員

○
40
～
64
歳
の
人
…
肺
が
ん
検
診
を
申
し
込
ま
れ
た
人

★
豚
の
生
姜
焼
き
～
薬
味
た
っ
ぷ
り
の
せ
～
★

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
彩
り
豊
か
な
１
品
で
す
。

豚
肉
に
は
疲
労
回
復
の
ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
で
す
。
し
っ
か
り
食
べ
て

残
暑
に
負
け
な
い
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

作
り
方

① 

バ
ッ
ト
に
Ⓐ
の
調
味
料
を
入
れ
て
混
ぜ
、
食
べ
や
す
く
切
っ
た
豚
肉
を

浸
し
て
お
く
。

② 

水
菜
と
三
つ
葉
は
、
根
元
を
切
り
落
と
し
長
さ
３
㎝
ぐ
ら
い
に
切
る
。

長
ね
ぎ
は
斜
め
薄
切
り
に
、
大
葉
は
せ
ん
切
り
に
す
る
。
み
ょ
う
が
は

縦
半
分
に
切
っ
て
か
ら
斜
め
薄
切
り
に
す
る
。
玉
ね
ぎ
は
薄
切
り
に
す

る
。
パ
プ
リ
カ
は
焼
い
て
薄
皮
を
む
き
、
せ
ん
切
り
に
す
る
。

③ 

②
を
氷
水
に
放
し
、
パ
リ
ッ
と
さ
せ
る
。

④ 

ボ
ウ
ル
に
Ⓑ
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
作
り
、
よ
く
水
気
を

き
っ
た
③
を
加
え
て
和
え
る
。

⑤ 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、
①
の
豚
肉
を
広
げ
て
全
体
を
焼
く
。

⑥ 

⑤
を
器
に
盛
り
、
④
を
豚
肉
の
上
に
の
せ
て
い
た
だ
く
。

１人分の栄養価
エネルギー…358kcal
たんぱく質…20.1g　脂質…24.8g
カルシウム…58mg　塩分…1.4g

材
料（
４
人
分
）

豚肉（生姜焼き用）　　　　　400ｇ
水菜　  　　　　　　　　　　40ｇ
三つ葉　　　　　　　　　　  15ｇ
長ねぎ　  　　　　　　　　　35ｇ
みょうが　　　　　　  （１個）10ｇ
大葉　　　　　　　　　   　　３枚
玉ねぎ　　　　　　　 　　　 80ｇ
パプリカ（赤）　　　　　　　  50ｇ
サラダ油　　　　　　　　大さじ１
　　生姜（すりおろし）　　　  50ｇ
　　酒　　　　　　　　　大さじ１
　　醤油　　　　　　　　大さじ１
　　みりん　　　　　　　大さじ１
　　塩・こしょう　　　　　　少々
　　いりごま　　　　　　小さじ１
　　ごま油　　　　　　　小さじ１
　　酢　　　　　　　大さじ１／２
　　醤油　　　　　　　　小さじ１
　　砂糖　　　　　　小さじ１／４
　　塩　　　　　　　小さじ１／４
　　一味唐辛子　　　　　　　少々

Ⓐ

Ⓑ



休日・平日夜間がん検診について
　平日の昼間にがん検診を受診することのできない人のために、休日・平日夜間にが
ん検診を実施します。検診を受診するには保健センターが発行した受診票が必要です。
平成27年度の受診票をお持ちでない人は保健センターまで申し込んでください。

検診の種類 対象者 検診内容 自己負担額

子宮頸がん検診 20歳以上で
昨年検診を受けていない人 子宮頸部細胞診 1,500円

（70歳以上は500円）乳がん検診 40歳以上で
昨年検診を受けていない人

視触診
マンモグラフィ

　今年度、無料クーポン券の対象者も、受診することができます。
　医療機関の都合などにより実施日に受診できない場合がありますので、必ず事前に医療機関に連絡し
受診ください。

検診種目 医療機関名 電話番号 実施日 時間

子 

宮 

頸 

が 

ん 

検 

診

休日

周東総合病院 22-3456 11/8 9:00 ～ 12:00

梅田病院 0833-71-0084 9/27・10/4,12・11/1,8 8:15 ～ 17:00

みちがみ病院 0833-72-3332 9/27・10/18,25・11/15,29 9:00 ～ 12:00

大和総合病院 48-2111 10/18 9:00 ～ 13:00

平日夜間 みちがみ病院 0833-72-3332 10/6,8・11/4,6 20:00まで

乳 

が 

ん 

検 

診

休日

周東総合病院 22-3456 11/8 8:30 ～ 12:30

兼清外科 0833-71-0800 9/27・10/25・11/29 8:00 ～ 12:00

光総合病院 0833-72-1000 10/4・11/1 8:30 ～ 11:30

大和総合病院 48-2111 10/18 9:00 ～ 13:00

11 広報たぶせNo.948

「健康づくりセミナー」開催のお知らせ
　　町では、住民の皆さんの健康づくりをお手伝いするため、山口県立大学と共同で「健康セミナー」を開

催します。参加者同士、楽しく交流を深めながら「健やかに暮らすための技」を身につけてみませんか。

■日程（３回コース）
◇第１回「運動とエネルギー消費」
　日時　　　　10 月３日（土）午後１時 30 分～午後３時 30 分
　講話・実技　健康自己チェック・食べ物と運動の関係
　グループワーク　健康目標を立てよう
◇第２回「ヘルシー料理の工夫」
　日時　　　　11 月７日（土）午後１時 30 分～午後３時 30 分
　講話　　　　調理の工夫（油の使い方・かさ増しメニューなど）
　グループワーク　健康目標の達成に向けて
◇第３回「こころの健康づくりのためのストレスマネジメント」
　日時　　　　11 月 29 日（日）午後１時 30 分～午後 3 時 30 分
　講話・実技　心の健康（うつ）チェック
　レクリエーション　お腹の底から笑おう！

■共通事項
◇対象　健康に関心のある町民
※３回のコースすべてに参加できる人
◇募集人数　20 人程度
◇参加費　無料
◇場所　西田布施公民館
◇主催・共催
　山口県立大学・田布施体育協会・田布施町
◇申込期限　９月 28 日（月）
※「たぶせ・いきいき健康スタンプラリー」の

対象事業です。

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
52
‐
４
９
９
９

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
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Tabuse
Town News

８/ ３ みんなで作った料理に舌鼓！
　西田布施公民館で、生活改善実行グループによ
る「こどもわくわく体験交流会」が行われました。
　今回は、かしわ餅・お嫁さん団子汁・紫蘇寒天
などさまざまな料理に挑戦。参加した子どもたち
は役割を分担し、野菜を切ったり寒天を溶かした
りと真剣に調理を行いました。
　完成した料理はどれも美味しかったようで、子
どもたちは皆、自分の作った料理を満腹になるま
で食べていました。

８/ １ ギンギラ太陽の下で、夏まつり
　地域交流館で、「ギンギラ夏まつり」が行われま
した。
　真夏の強い日射しが照りつける中、人気を博し
ていたのは無料のかき氷で、かき氷を受け取った
人は「冷たい！」と嬉しそうに食べていました。
　また、じゃんけん大会では多くの魚介類が景品
にならび、優勝した人は、喜びを隠せない様子で
大きな箱を持って帰っていました。

８/ ４ 田布施町のゴミをなくそう
　田布施川周辺で、「夏休み環境美化ボランティ
ア」が行われました。このボランティア活動は、
毎年町と社会福祉協議会が協働で行っているもの
で、今年は182人の小・中学生が参加しました。
　暑い日差しが照りつける中、参加者は各班でゴ
ミ拾いや草抜きをし、最後に拾ったゴミを分別し
ました。清掃後の綺麗な河川敷に、子どもたちは
満足そうな様子でした。

７/31 世界各国のスカウトたちが来町
　山口県で開催された「第23回世界スカウトジャ
ンボリー」に伴い、世界各国のスカウトたちが田
布施町を訪れました。
　スカウトたちはそれぞれいくつかのグループに
分かれて学校や企業・公民館などに足を運び、自
国にはない日本の独特な文化に触れていました。
また、町民のみなさんが話す日本語を聞き取ろう
と耳を傾けながら、交流を図っていました。
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８/14 麻里府に太鼓の音が鳴り響く！
　麻里府グラウンドで、「第37回麻里府地域ふれ
あい納涼盆踊り大会」が行われました。
　会場の中央には大きな櫓が設置され、その上と
周囲には大きな太鼓が。響く太鼓の音と音頭に合
わせ、参加者のみなさんは盆踊りを楽しんでいま
した。
　また、会場では仮装大会も同時に行われ、さま
ざまなキャラクターに扮した人たちが注目を集め
ていました。

８/ ８ カヌーに乗って " 涼 " を満喫
　田布施川で「カヌー教室」が開かれました。
　参加した子どもたちは、最初はカヌーに乗った
状態でバランスを取ることに苦戦していたもの
の、皆すぐにそのバランス感覚を掴んで、スムー
ズに漕げるようになっていました。
　後半には、ただ漕ぐだけではなく、川にかかっ
ている障害の間を先生の指定した順番に通り抜け
ていくなど、さまざまな遊び方でカヌーを楽しん
でいました。

８/29 懐かしの味！鱧の学校給食
　地域交流館横で、「鱧まつり」と「いちじくまつ
り」が開催されました。
　今年の鱧まつりでは、鱧のどんぶりや湯引きな
どさまざまな鱧料理が販売されました。また、揚
げた鱧にケチャップを絡めた「鱧の学校給食」を食
べた人は、昔懐かしい味に舌鼓を打っていました。
　いちじくまつりでは、旬を迎えたいちじくを多
くの人が購入していました。

８/14 麻郷小グラウンドでキャンプ
　８月14日（金）・15日（土）の２日間、麻郷小学
校で「グローインキャンプ」が行われました。
　グラウンドに設置したキャンプ用テントの側
で、参加した子どもたちは夕食を作っていました。
指導員の人に手伝ってもらいながら、サラダやカ
レーなどを各班それぞれの調理法で調理し、キャ
ンプの面白さを味わっていました。
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　「ユメをカタチにする会」代表の宮本陽介さんは、田布施町の発展の
ために、自ら町の夢の実現に向けた企画をし、活動をされています。
　その町への思いと活動の内容についてお話をして頂きました。

町を彩る巨大オブジェをみんなで作ろう

　
「
ユ
メ
を
カ
タ
チ
に
す
る
会
」
で

は
、
子
ど
も
た
ち
や
町
の
人
た
ち
が

気
軽
に
ア
ー
ト
に
親
し
め
る
環
境
の

提
供
を
し
て
い
ま
す
。
７
月
に
は
、

西
田
布
施
公
民
館
に
て
大
き
な
絵
と

和
紙
染
色
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

き
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
な
ど

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
会
の
最
終
目
標
は
、
町
民
の

制
作
に
よ
る
巨
大
オ
ブ
ジ
ェ
を
町
内

に
展
示
す
る
こ
と
で
す
。
町
民
自
身

が
こ
こ
に
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
と
描
い
た「
ユ
メ
」を
、
町
民

自
身
が
「
カ
タ
チ
」
に
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
に
関
わ
っ
た
人
み
ん
な
が
今
以

上
に
町
を
好
き
に
な
っ
て
、
そ
し
て

な
に
よ
り
み
ん
な
で
協
力
し
一
つ
の

こ
と
を
成
し
得
る
こ
と
で
達
成
感
を

味
わ
っ
て
欲
し
い
。
こ
の
オ
ブ
ジ
ェ

に
は
、
誰
も
が
自
由
に
夢
を
思
い
描

き
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
努
力

で
き
る
町
で
あ
り
た
い
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

見
る
人
の
目
を
楽
し
ま
し
た
り
、
通

る
人
た
ち
の
目
印
に
も
な
り
ま
す
。

　

私
は
昨
年
、
文
化
庁
主
催
の
若
手

芸
術
家
育
成
事
業「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
：

EAS_Y Vol.01

」
に
お
い
て
、
子
ど

も
た
ち
対
象
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
き
、
そ
こ
で
描
か
れ
た
子
ど
も
た

ち
の「
ユ
メ
」の
絵
を
立
体
作
品
や
ス

タ
ン
プ
と
い
う「
カ
タ
チ
」に
す
る
と

い
う
創
作
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
町
づ
く
り
に
も
活
か
せ
な

い
か
と
思
い
、
昨
年
行
っ
た
子
ど
も

た
ち
の
「
ユ
メ
を
カ
タ
チ
に
す
る
活

動
」か
ら
、「
ユ
メ
を
カ
タ
チ
に
し
た

く
な
る
町
づ
く
り
」に
内
容
を
変
え
、

田
布
施
町
で
学
習
塾
を
営
み
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
て
ア
ー
ト
の
魅
力
を
広
め
、
来
年

度
以
降
に
巨
大
オ
ブ
ジ
ェ
の
制
作

に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
各
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
も
可
能
で
す
。

様
々
な
内
容
の
催
し
を
用
意
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

砂田自治会　宮本  陽介

右
上
ロ
ゴ
：
生
涯
学
習
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
マ
ナ
ビ
ィ
」

　
　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン
…
石
ノ
森
章
太
郎

No.275

「ユメ」を「カタチ」にすることで、
今以上に町を好きになって欲しい。

色をたのしむワークショップ
　　　　　Vol.2

◇日時
　10月24日（土）
　午後２時30分～午後４時30分
◇場所
　西田布施公民館　
◇内容
　七色の手形スタンプ&巨大コラージュ
◇問合せ先
　080-1934-9242（宮本）

▲ カラフルな絵の具で創作中の子どもたち
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皆
さ
ん
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
と
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
地
域
住
民（Com

m
unity

）が
加

わ
っ
た
「
親
と
先
生
と
地
域
住
民
の

会
」
の
こ
と
で
す
。
地
域
住
民
が
学

校
教
育
に
外
側
か
ら
の
支
援
を
す
る

だ
け
で
な
く
、
内
側
・
外
側
の
両
方

で
参
加
す
る
。
そ
こ
に
は
、
地
域
住

民
が
み
ん
な
で
学
校
を
つ
く
る
「
共

育
」
と
い
う
発
想
が
あ
り
ま
す
。「
地

域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」。

そ
の
た
め
に
自
分
た
ち
の
役
割
を
果

た
す
。
地
域
社
会
の
三
者
が
、
子
ど

も
の
教
育
に
つ
い
て
親
密
に
連
携
し

た
組
織
が
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
で
す
。

　

私
は
10
年
前
、
平
成
16
年
８
月
に

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
大
会
北
海
道
旭
川

大
会
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し
て
当
時
の

東
小
の
校
長
と
共
に
参
加
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
分
科
会
「
地
域
と
の

連
携
」
に
参
加
し
、
こ
こ
で
Ｐ
Ｔ
Ｃ

Ａ
を
知
り
ま
し
た
。『
と
て
も
新
鮮

で
素
晴
ら
し
い
活
動
で
す
。
ぜ
ひ
、

東
田
布
施
小
学
校
で
や
ら
せ
て
下
さ

い
。』
帰
り
の
飛
行
機
で
校
長
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
校
長
は
『
や
っ
て
み

な
さ
い
。
責
任
は
わ
し
が
と
る
。』
Ｏ

Ｋ
を
頂
き
ま
し
た
。
さ
て
、
講
師
の

募
集
を
ど
う
す
る
か
な
。
回
覧
板
は

ど
う
か
な
、
さ
っ
そ
く
回
し
て
み
る

と
８
人
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
お
願
い
し
、
５
人
の
方
が
講
師
と

し
て
決
ま
り
ま
し
た
。
時
間
は
水
曜

日
の
放
課
後
と
決
ま
り
、
始
め
て
み

ま
し
た
が
順
風
満
帆
と
は
行
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
あ
る
日
、
講
師
の
方
か

ら
、
児
童
が
騒
い
で
行
儀
が
悪
く
、

困
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
ビ
ッ
ク
リ
し

ま
し
た
。
夜
、
お
詫
び
の
電
話
を
し

て
対
策
を
し
ま
す
か
ら
と
言
い
ま
し

た
。
そ
の
後
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
に
お

願
い
し
て
児
童
の
見
守
り
を
し
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
保
護
者
は
児
童
の

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
児

童
も
保
護
者
が
見
て
く
れ
て
い
る
と

安
心
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
方
々
の
協
力
に

よ
り
、
田
植
え
体
験
、
稲
刈
り
体
験
、

生
き
物
調
査
、
ホ
タ
ル
観
察
会
、
省

地 域 協 育 ネ ッ ト

地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
育
て
る

東
田
布
施
小
学
校　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
長

■
平
成
27
年
発
掘
調
査
レ
ポ
ー
ト

（
石
ノ
口
Ｅ
４
遺
跡
）

　

石
ノ
口
Ｅ
遺
跡
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
３
カ
年
で

調
査
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。
今
年

の
６
月
か
ら
２
２
２
㎡
の
作
付
を
し

て
い
な
い
と
こ
ろ
を
調
査
し
て
き
ま

し
た
が
、
無
事
、
８
月
に
調
査
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
溝
状
遺
構
21
条
、

土
坑
状
遺
構
12
基
、
柱
穴
状
遺
構
32

基
検
出
し
ま
し
た
。
遺
物
は
お
よ
そ

鎌
倉
時
代
の
も
の
が
主
で
、
土
師
器

の
皿
、
土
師
質
土
器
の
鍋
、
瓦
質
土

器
の
す
り
鉢
、
青
磁
、
黒
耀
石
の
剥

片
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。
大
半
が

小
破
片
で
し
た
。

　

石
ノ
口
Ｅ
遺
跡
の
今
回
の
調
査
地

は
建
物
跡
な
ど
確
認
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
遺
構
出
土
遺
物
か
ら
、
鎌

倉
時
代
の
集
落
の
一
部
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

発
掘
調
査
は
６
月
22
日
（
月
）
に

シリーズ⑦

文
化
財

▶
完
掘
状
況

問
社
会
教
育
課

　
　
　

文
化
財
調
査
室

　

☎
25
‐
３
１
８
５

重
機
に
よ
る
表
土
掘
削
か
ら
始
ま

り
、
８
月
11
日
（
火
）
に
航
空
写
真

の
撮
影
を
行
い
、
８
月
23
日
（
日
）

に
現
地
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

前
年
度
の
調
査
で
は
、
古
墳
時
代

の
石
蓋
土
壙
墓
や
古
墳
時
代
～
平
安

時
代
の
建
物
跡
、
今
年
度
の
調
査
で

鎌
倉
時
代
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
の
調
査
で
、
古
墳
時
代

か
ら
奈
良
・
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
当

該
遺
跡
の
集
落
の
様
相
な
ど
解
明
さ

れ
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

エ
ネ
環
境
隊
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

３
年
前
か
ら
は
公
民
館
の
生
き
が

い
教
室
の
皆
さ
ん
が
小
学
校
へ
出

向
き
豆
ま
き
な
ど
に
参
加
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
児
童
が
コ
ス
モ
ス
祭
り
や
公

民
館
ま
つ
り
な
ど
地
域
に
出
向
き
、

手
品
の
披
露
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
10
年
を
振
り
返
り
な
ぜ

こ
こ
ま
で
出
来
た
の
か
、
そ
れ
は

良
き
先
生
、
地
域
住
民
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
巡
り
会
え
た
こ
と
だ

と
感
じ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
町
内
、
県
内
に
発
展
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

▲ホタル観察会～東小児童による「ホタル調べ」の発表
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部
屋　

慈
音

中
谷
み
さ
を

甲
斐　

信
子

久
光
ト
キ
子

小
野
恵
美
子

９月の
休館日

 

絵
本 

 

一
般 

図
書
館
へ

行
こ
う
。

もう一冊。

2015　9/11 号　

毎週月曜日・祝日
蔵書点検期間
９月 29 日（火）～ 10 月２日（金）

草

ひ

き

の

汗　

夏

風

が

撫

で

て

一

息

限

り

あ

る　

い

の

ち

の

夕

餉

の

箸

を

置

く

風

が

私

に

き

く　

私

の

行

く

先

を

梅

雨

の

雨　

心

洗

う

露

草

の

色

ソ
ソ
ソ
の
雨

音　

時

に

紅

を

さ

し

陽

が

覗

く

　
　
　
　

短
歌

わ
が
里
に
う
さ
ぎ
小
舟
の
も
ど
る
べ
し

　
　

走
る
童
の
影
は
な
け
れ
ど	

久
保　
　

敬

庭
の
樹
を
激
し
く
打
ち
て
雨
ふ
れ
ば

　
　

身
は
沈
み
ゆ
く
水
の
底
ひ
に	

吉
村　

京
子

ど
う
し
て
も
思
い
出
せ
な
い
一
つ
語
が

　
　

眠
ら
ん
と
し
て
不
意
に
浮
か
び
来	

藤
田　

京
子

あ
れ
や
こ
れ
お
茶
を
試
し
に
淹
れ
お
れ
ば

　
　

住
職
さ
ん
の
足
音
聞
こ
ゆ	

城　
　

恭
子

天
つ
神
西
の
夜
空
に
描
き
た
る

　
　

弓
張
月
に
ひ
と
つ
添
ふ
星	

岡
本
ま
さ
子

周
防
一
夜
会

　
　
　
　

喜
生
句
会

現
世
の
輪
廻
せ
つ
な
き
草
の
花	

今
井
貴
代
子

あ
の
時
の
あ
れ
が
初
恋
遠
花
火	

石
永
美
智
子

か
き
氷
昭
和
の
に
お
う
赤
き
色	

角
田　

伸
枝

花
火
果
て
胸
に
虚
空
の
残
り
け
り	

片
山　

淳
子

万
感
を
こ
め
て
供
へ
し
氷
水	

國
近　

菊
枝

折
り
鶴
の
折
り
目
正
し
く
終
戦
日	

田
邊
留
美
子

半
世
紀
前
は
十
八
初
コ
ー
ラ	

森
永　

初
恵

『できることおてつだい』
くすのき しげのり  作・市居 みか  絵

明日は運動会。準備をはじめた先生が、
「手伝ってくれるかしら」とみんなに声

をかけました。すると、「ぼくがする！」
「わたしがやるの！」と大騒ぎになって

…。得意なことがあるってすてき。み
んなが楽しくなるおはなし絵本。

問田布施図書館　☎ 52-2288
　HP　　  http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
　E-mail　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

び
っ
く
り
お
お
か
み	

佐
々
木
マ
キ

悪
ガ
キ
７　
（
４
）	

宗
田　
　

理

せ
い
め
い
の
れ
き
し

	

バ
ー
ジ
ニ
ア
・
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン

被
爆
者　

続	

会
田　

法
行

ヘ
ン
テ
コ
シ
ャ
ン
プ
ー	

み
や
に
し
た
つ
や

魔
女
バ
ジ
ル
と
な
ぞ
の
ほ
う
き
星

	

茂
市
久
美
子

「早う死にたか」毎日のようにぼやく祖父
の願いをかなえてあげようと、ともに暮
らす孫の健斗は、ある計画を思いつく－。
閉塞感の中に可笑しみ漂う、新しい家族
小説。（芥川賞 2015 上半期受賞）

「
健
診
」の
上
手
な
活
用
法	

高
谷　

典
秀

ど
う
す
る
？
親
の
家
の
空
き
家
問
題

	

大
久
保
恭
子

村
上
さ
ん
の
と
こ
ろ	

村
上　

春
樹

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン	

今
野　
　

敏

ス
カ
ラ
ム
ー
シ
ュ
・
ム
ー
ン	

海
堂　
　

尊

ア
ン
フ
ェ
ア
な
国	

秦　

建
日
子

な
り
た
い	

畠
中　
　

恵

『スクラップ・アンド・ビルド』
　　　　　　　　　　  羽田 圭介  著

おしゃべり箱おはなしの会
９月26日（土）  午前10時30分～
　図書館２Ｆ講座室にて

ブルーベリー農園のおじさんと別れ野
良猫になったビビがアフリカへ…。人々
の日常生活や、子どもたちの過酷な労
働・貧困の問題などがビビの率直な感
情と共に語られる絵本。巻末に黒柳徹
子さんからのメッセージなどを収録。

句
俳

短
歌

 イ ベ ン ト 

『ビビのアフリカ旅行』
たがわ いちろう  作・中村 みつを  絵
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月～金曜日　8:30 ～15:30
（ 昼　休　み　　12:15 ～13:15 ）

土　曜　日　8:30 ～13:30

おんとも
子育て支援センター

柳
井
警
察
署
だ
よ
り

問
☎
23
‐
０
１
１
０

　

 http://w
w

w
.police.

　
　
　

pref.yam
aguchi.jp/

　
　
　
　
　

1040/index.htm

『秋の全国交通安全運動に参加しよう』

９月 21 日（月）～９月 30 日（水）の 10 日間、「秋の全国交通安全運動」が実施されます。
重点目標は下記のとおりです。行楽シーズンに向けて県民総参加で交通事故防止に
取り組みましょう。

重点目標

・子どもと高齢者の交通事故防止
・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用

中の交通事故防止
　（特に、反射材用品などの着用の推進

および自転車前照灯の点灯の徹底）
・後部座席を含めたすべての座席のシー

トベルトとチャイルドシートの、正し
い着用の徹底

・飲酒運転の根絶
・スピードダウンの推進（県重点）

夕暮れ時の事故防止について

　つい最近まで明るかった時間帯でも、
薄暗く見えにくくなってきていません
か。夕暮れ時に外出するときは、反射
材の着用、ペンライトを持つなどし、
車に自分の存在をしっかりとアピール
するように心がけましょう。

広報たぶせNo.948

問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
53
‐
１
１
０
３

（
７
／
16
～
８
／
15 

受
付
分
）

＊ 

百
歳
記
念
と
し
て

尾
津
西　

宮
本
ア
サ
ノ

＊ 

香
典
返
し　
　

瀬　

戸　

曽
良
富
子
（
夫
）
弌
璋

西　

山　

中
岡
弘
昌
（
姉
）
澄
枝

葛　

岡　

下
山
知
宏
（
母
）
マ
サ
コ

鳥　

越　

森
脇
則
久
（
父
）	

龍
男

匿
名
１
件

＊
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
借
用
お
礼
と

　

し
て

名　

倉　

佐
々
木
愼
二

＊
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
借
用
お
礼
と
し
て

新
宿
井
１　

倉
増
博
望

＊
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
２
台

匿
名
１
件

はいはい

６ 日 ( 火 )　栄養士による栄養相談
13 日 ( 火 )　身体測定
14 日 ( 水 )　調理実習※予約制 10 組限定

20 日 ( 火 )　制作遊び
27 日 ( 火 )　ふれあい遊び

あんよができるまでの赤ちゃん対象

すくすく

16 日 ( 金 )　身体測定
　　　　　 運動会ごっこ

H24.4.2 ～ H25.4.1 生まれの 2 歳児対象

よちよち

１ 日 ( 木 )　制作遊び
８ 日 ( 木 )　体を動かして遊ぼう
15 日 ( 木 )　身体測定
22 日 ( 木 )　おにぎりギュッ！
29 日 ( 木 )　ふれあい遊び

あんよが上手にできる H25.4.2 以降生まれ対象

赤ちゃんサロン（10月行事） 10:00 ～ 12:00

全員対象

21 日 ( 水 )　リトミック
28 日 ( 水 )　誕生会

問たぶせ保育園　☎53-1012

施設開放 *  *  *

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１
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お 

知 

ら 

せ

く ら し の 情 報

2015　9/11 号　

　

会
社
の
倒
産
や
事
業
の
不
振
な
ど

に
よ
り
、
離
職
を
余
議
な
く
さ
れ
た

人
の
生
活
資
金
な
ど
を
貸
し
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
貸
付
対
象
者

　
　
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
）

①
県
内
に
居
住
し
て
い
る
人

②
離
職
時
の
事
業
所
に
１
年
以
上
勤

続
し
て
い
た
人

③
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
勤
労

者
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
ま
た

は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
で
あ
っ

た
人
で
離
職
理
由
コ
ー
ド
が
11
・

12
・
21
・
22
・
23
・
31
・
32
・
34

で
あ
る
人
に
限
る
）
で
、
離
職
後

１
年
以
内
の
人

④
借
入
申
込
時
、
現
に
離
職
し
て
お

り
、
か
つ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求

職
活
動
を
行
っ
て
い
る
人

⑤
市
町
税
を
完
納
し
て
い
る
人

⑥
返
済
能
力
の
あ
る
人

※
確
認
書
類
と
し
て
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
な
ど
の
証
明
書
が
必
要

◇
資
金
使
途　

大
学
教
育
資
金
、
住

宅
資
金
償
還
金
、
冠
婚
葬
祭
・
療
養

資
金
、
災
害
資
金
、
一
般
生
活
資
金

◇
貸
付
限
度
額　

70
～
１
５
０
万
円

◇
償
還
期
間　

６
～
10
年
以
内

◇
貸
付
利
率　

年
１
．
０
％

【 

県
・
市
町
離
職
者
緊
急
対
策
資
金 

】

【 

福
島
県
か
ら
避
難
さ
れ
て
い
る
人
へ 

】

　

福
島
県
は
、
原
子
力
災
害
に
よ
り

避
難
さ
れ
て
い
る
人
に
対
し
、
内
部

被
ば
く
検
査
お
よ
び
避
難
者
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
内
部
被
ば
く
検
査

◇
日
時

　

９
月
25
日
（
金
）
～
28
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◇
内
容　

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
ー
に
よ
る
内
部
被
ば
く
検
査

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

■
避
難
者
相
談
会

◇
日
時

　

９
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◇
内
容　

避
難
者
支
援
や
健
康
に
関

す
る
相
談
な
ど

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
共
通
事
項

◇
場
所　

山
口
県
社
会
福
祉
会
館

　
（
山
口
市
大
手
町
９
‐
６
）

　

第
1
会
議
室
・
第
３
会
議
室

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

福
島
県
保
健
福
祉
部

県
民
健
康
調
査
課

　

☎
０
８
０
‐
５
７
４
３
‐
５
８
６
７

　

☎
０
８
０
‐
５
７
４
３
‐
５
８
６
８

※
別
に
保
証
料
が
必
要

◇
保
証
人
等　

連
帯
保
証
人
１
人

（
申
込
人
と
別
生
計
の
人
）
と
（
一

社
）日
本
労
働
者
信
用
基
金
協
会
の

債
務
保
証
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

◇
申
込
み
先　

中
国
労
働
金
庫

※
貸
付
に
あ
た
っ
て
は
、
中
国
労
働

金
庫
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

・
経
済
課  

地
域
振
興
係

　

☎
52
‐
５
８
０
５

・
山
口
県
労
働
政
策
課

　

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
２
１
０

・
県
内
の
中
国
労
働
金
庫
各
支
店

【 

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ 

】

　

水
環
境
の
保
全
の
た
め
、
保
守
点

検
業
者
お
よ
び
清
掃
業
者
に
委
託
す

る
な
ど
、
適
正
に
浄
化
槽
の
維
持
管

理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
保
守
点
検
に
つ
い
て
…
保
守
点
検

（
点
検
・
修
理
・
調
整
な
ど
）
は
、

１
年
間
に
３
回（
お
お
む
ね
４
カ
月

に
１
回
）以
上
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
清
掃
に
つ
い
て
…
清
掃
（
汚
泥
の

引
き
抜
き
な
ど
）
は
、
１
年
に
１

回
以
上
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

町
民
福
祉
課  

環
境
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

救急車の適正利用にご理解とご協力をお願いします！

　

救
急
車
が
本
当
に
必
要
な
現
場
に
出
場
で
き
る
よ
う
、

次
の
と
お
り
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
症
状
は
軽
い
が
、
ど
こ
の
病
院
に
行
っ
た
ら
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
な
ど
の
場
合
、
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
警
防
課
指
令
係
（
☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
４
）

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
定
期
的
な
通
院
な
ど
で
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
を

使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

　

過
去
に
は
、
薬
局
に
薬
を
も
ら
い
に
行
き
た
い
、
通
院

す
る
の
に
荷
物
が
多
い
な
ど
の
理
由
で
救
急
要
請
さ
れ

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

○
緊
急
に
医
療
機
関
へ
搬
送
が
必
要
な
場
合
は
、
迷
わ
ず

に
救
急
車
を
要
請
し
て
下
さ
い
。

【
光
地
区
消
防
組
合
の
救
急
出
場
状
況
（
平
成
26
年
）】

・
救
急
車
が
出
場
し
た
件
数　

３
６
９
０
件
（
過
去
最
高
）

・
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
人　
　

３
４
６
３
人
（
過
去
最
高
）

※
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
人
の
う
ち
約
55
％
が
、
入
院
を
必

要
と
し
な
い
軽
症
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

救
急
に
関
す
る
ご
不
明
な
点
は
、
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

問光地区消防組合消防本部警防課救急係
　☎0833-74-5603

↑救急車適正利用関連
　サイトへアクセス
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平
成
27
年
１
月
２
日
～
平
成
28
年

１
月
１
日
に
、
新
築
、
増
築
、
お
よ

び
滅
失（
予
定
を
含
む
）の
家
屋
に
つ

い
て
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
対
象
は
、
居
宅
・
事
務
所
・

店
舗
・
倉
庫
な
ど
の
す
べ
て
の
家
屋

で
す
。
該
当
す
る
人
は
、
次
の
項
目

を
10
月
中
ま
で
に
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◇
連
絡
項
目

①
所
有
者
名

②
所
在
地

③
種
類
…
居
宅
、
事
務
所
、
店
舗
、

倉
庫
な
ど

④
構
造
…
木
造
、
軽
量
鉄
骨
造
な
ど

⑤
面
積

⑥
異
動
事
由
…
新
築
、
増
築
、
滅
失

⑦
完
成
年
月
日
（
予
定
）

⑧
連
絡
先

　

滅
失
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

固
定
資
産
税
納
付
書
に
添
付
の
課
税

明
細
書
と
照
合
・
確
認
の
上
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
27
年
以
前
の
新
築
・
増

築
な
ど
で
、
調
査
の
済
ん
で
い
な
い
家

屋
に
つ
い
て
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
最
近
、
税
務
官
と
偽
り
訪
問
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
不
審

に
思
っ
た
と
き
は
徴
税
吏
員
証
の

【 

新
築
家
屋
な
ど
の
調
査
を
実
施 

】

　

本
年
７
月
に
発
生
し
た
電
気
柵
に

起
因
す
る
死
傷
事
案
を
受
け
、
国

に
よ
る
緊
急
点
検
の
結
果
、
全
国

７
０
９
０
カ
所
に
お
い
て
適
切
な
安

全
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
布
施
町
に
お
い
て
も
、
危
険
で

あ
る
旨
の
表
示
看
板
の
整
備
不
備
な

ど
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
設
置
さ

れ
て
い
る
人
は
再
度
点
検
を
実
施

し
、
安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
参
考
Ｈ
Ｐ

　

農
林
水
産
省　

鳥
獣
対
策
コ
ー

ナ
ー　

９
．
注
意
喚
起
「
鳥
獣
に

よ
る
農
作
物
等
の
被
害
の
防
止
に

係
る
電
気
さ
く
施
設
に
お
け
る
安

全
確
保
に
つ
い
て
」

　
（http://w

w
w

.m
aff.go.jp/j/

seisan/tyozyu/higai/

）

◇
問
合
せ
先

　

経
済
課  

農
林
振
興
係

　

☎
52
‐
５
８
０
５

【 

電
気
柵
設
置
に
お
け
る
安
全
確
保 

】

＊「
広
報
た
ぶ
せ
」の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
53
‐
１
１
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　

10
月
は
「
男
女
共
同
参
画
推
進
月

間
」で
す
。

　

町
で
は
、デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
や
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
「
男
女
共

同
参
画
」
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
田
布
施
図
書
館
と
連

携
し
て
関
連
す
る
図
書
や
資
料
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

◇
期
間　

　

10
月
３
日（
土
）～
10
月
30
日（
金
）

　
（
図
書
館
の
休
館
日
を
除
く
）

◇
場
所　

田
布
施
図
書
館

◇
問
合
せ
先

　

総
務
企
画
課  

総
務
係

　

☎
52
‐
５
８
０
２

【 

男
女
共
同
参
画
の
展
示 

】

　いろいろな人権問題についての学習講座を開
催します。どなたでも受講できます。ふるって
ご参加ください。

◇日時　10 月８日・15 日・22 日
　　　　（いずれも木曜日）
　　　　午後７時～午後８時 30 分
◇場所　中央公民館
◇内容　専門の講師を招き、人権問題について
　　　　学習する
◇定員　50 人程度
◇申込期限　10 月６日（火）
◇申込み・問合せ先
　社会教育課　☎ 52-5813

人権教育学習講座

　○第１回　10 月８日（木）
　　「家庭とともに考える情報モラル教育」
　　講師　やまぐち総合教育支援センター
　　　　　森脇敏雄先生
　
　○第２回　10 月 15 日（木）
　　「子どもの人権を守るために」
　　講師　人権擁護委員
　　　　　松田洋子先生
　
　○第３回　10 月 22 日（木）
　　「ありがとう

- 小児がんで往った息子に教わったこと -」
　　講師　浄土真宗本願寺派長久寺
　　　　　有國美恵子先生　

提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

税
務
課  

資
産
税
係

　

☎
52
‐
５
８
０
４
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◇
日
時　

10
月
８
日
～
12
月
24
日
の

　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

◇
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◇
主
催　

田
布
施
体
育
協
会
・
田
布

施
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

◇
指
導　

田
布
施
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

◇
対
象　

社
会
人

◇
参
加
料　

３
０
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
料
１
８
５
０
円
を
含
む
）

※
ラ
ケ
ッ
ト（
無
料
貸
出
あ
り
）、
体

育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
は
各
自
で
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
方
法

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
氏
名
な
ど
を
記
入

し
、
参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
む

◇
申
込
締
切　

９
月
30
日（
水
）

◇
問
合
せ
先　

田
布
施
体
育
協
会

（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
52
‐
３
８
３
２

【 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室 

】

【 

魅
力
再
発
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

】

　

左
記
の
日
程
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実

施
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
10
月
５
日
・
26
日（
月
）

　

午
前
８
時
30
分

　

城
南
公
民
館
集
合
・
ス
タ
ー
ト

・
11
月
９
日
・
23
日（
月
）

　

午
前
８
時
30
分

　

東
田
布
施
公
民
館
集
合
・
ス
タ
ー
ト

・
12
月
７
日（
月
）　

午
前
８
時
30
分

　

西
田
布
施
公
民
館
集
合
・
ス
タ
ー
ト

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　

遊
歩
ク
ラ
ブ（
河
内
）

　

☎
52
‐
２
４
２
４

◇
日
時　

10
月
５
日（
月
）

　

午
後
０
時
30
分
～
午
後
４
時

◇
内
容　

不
動
産
登
記
、会
社
登
記
、

相
続
、
裁
判
手
続
、
債
務
整
理
、

成
年
後
見
な
ど

※
予
約
は
不
要
で
す
。

◇
場
所　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

　
（
柳
井
市
柳
井
３
７
１
８
）

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
司
法
書
士
会
岩
国
支
部

　

☎
24
‐
１
３
０
０

【 

法
の
日
の
無
料
法
律
相
談 

】

　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
Ａ
級
コ
ー
チ
に

よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時　

11
月
７
日（
土
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

　
〈
受
付
：
午
後
０
時
30
分
～
〉

◇
場
所　

柳
井
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

※
雨
天
時
は
田
布
施
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
第
２
体
育
館

◇
参
加
費　

　

１
０
０
円（
保
険
料
・
飲
み
物
代
込
）

※
当
日
受
付
に
て
徴
収
し
ま
す
。

◇
対
象　

小
学
生

◇
定
員

　

20
人
程
度（
要
予
約
・
先
着
順
）

◇
申
込
締
切　

10
月
31
日（
土
）

◇
問
合
せ
先　

　

麻
郷
サ
ッ
カ
ー
事
務
局（
尾
崎
）

　

☎
０
９
０
‐
４
１
４
０
‐
５
０
５
３

【 

サ
ッ
カ
ー
教
室 

】

　

平
成
28
年
版
山
口
県
民
手
帳
を
11

月
中
旬
に
発
行
し
ま
す
。

　

山
口
県
勢
や
日
常
生
活
に
役
立
つ

情
報
満
載
！
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
や
日

記
帳
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◇
内
容　

山
口
県
行
政
区
画
図
、
七

曜
表
、
日
記
帳（
月
間
）、
観
光
ガ

イ
ド
編
、
統
計
資
料
編
、
生
活
編

（
各
種
相
談
窓
口
、親
族
・
親
等
表
、

県
内
郵
便
番
号
一
覧
表
な
ど
）

◇
サ
イ
ズ　

縦
14
㎝
×
横
８
㎝

◇
価
格　

５
５
０
円（
税
込
）

◇
申
込
方
法

　

総
務
企
画
課
企
画
係
、
各
公
民
館

ま
た
は
図
書
館
に
申
し
込
む
（
申

込
書
は
各
所
に
備
え
付
け
）

◇
申
込
期
限　

９
月
30
日（
水
）

◇
問
合
せ
先

　

総
務
企
画
課  

企
画
係

　

☎
52
‐
５
８
０
３

【 
山
口
県
民
手
帳
の
申
し
込
み 

】

【 

障
が
い
者
合
同
就
職
面
接
会 

】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柳
井
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◇
日
時　

10
月
16
日（
金
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

◇
場
所　

山
口
県
柳
井
総
合
庁
舎

　
（
柳
井
市
南
町
３
‐
９
‐
３
）

◇
主
催　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柳
井
（
柳

井
公
共
職
業
安
定
所
）

◇
問
合
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柳
井

　

☎
22
‐
２
６
６
１

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
人
の
職
業
安

定
を
図
る
た
め
に
、
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
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講
習
・
講
座

【 

秋
の
寄
せ
植
え 
】

　

や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
講
習
会
で
す
。
秋
の
花

や
鉢
を
使
っ
た
寄
せ
植
え
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◇
日
時　

10
月
27
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

◇
場
所　

や
ま
ぐ
ち
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド

◇
講
師　

や
ま
ぐ
ち
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド

　

沖
田 

靖
先
生

◇
定
員

　

先
着
30
人
（
子
ど
も
同
伴
可
）

◇
参
加
費　

５
０
０
円（
入
園
料
別
）

◇
申
込
期
限　

10
月
９
日
（
金
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

　

☎
23
‐
０
６
６
８
（
℻
共
通
）

【 

屋
外
広
告
物
講
習
会 

】

　

受
講
者
は
、
山
口
県
の
屋
外
広
告

業
登
録
の
際
に
必
ず
置
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
「
業
務
主
任
者
」
の
資
格

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
日
時

　

10
月
26
日
（
月
）

　

午
前
９
時
50
分
～

◇
場
所

　

県
庁
共
用
第
３
会
議
室

◇
受
講
料　

３
４
５
０
円

◇
申
込
期
限

　

10
月
９
日
（
金
）
消
印
有
効

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
先

【 

健
康
ま
る
ご
と
講
座
（
第
４
回
） 

】

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
１
日
の
食
事
で
「
何
を
」「
ど
れ

だ
け
」
食
べ
た
ら
よ
い
か
知
っ
て
い

ま
す
か
。「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

を
使
っ
て
食
事
の
「
適
量
」
を
楽
し

く
学
び
、
日
ご
ろ
の
食
生
活
に
活
か

し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時　

10
月
30
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◇
場
所　

高
齢
者
い
き
い
き
館

◇
内
容　
「
ゲ
ー
ム
感
覚
で
食
事
の

適
量
が
分
か
る
！
食
事
バ
ラ
ン
ス

ガ
イ
ド
の
使
い
方
」

◇
講
師　

町
保
健
師
・
町
栄
養
士

◇
参
加
料　

無
料

◇
申
込
期
限　

10
月
23
日（
金
）

※
「
た
ぶ
せ
・
い
き
い
き
健
康
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」の
対
象
講
座
で
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
52
‐
４
９
９
９

　

柳
井
土
木
建
築
事
務
所

　

☎
22
‐
０
４
２
２

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
都
市
計
画
課

　

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
７
３
３

　

地
域
の
生
活
基
盤
で
あ
る
生
活
道

（
里
道
）、
農
道
お
よ
び
林
道
（
い
ず

れ
も
私
道
を
除
く
）
の
整
備
ま
た
は

補
修
を
、
地
域
の
利
用
者
が
共
同
で

行
う
場
合
に
、
必
要
資
材
の
購
入
費

お
よ
び
作
業
用
特
殊
機
材
の
借
上
げ

費
を
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

■
支
援
の
対
象
と
な
る
も
の

◎
資
材
の
購
入
費

整
備
や
補
修
に
必
要
な
原
材
料

で
、
常
温
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
、

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
セ
メ
ン
ト
、

真
砂
土
、
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ
ン
、

粒
度
調
整
砕
石
、
土
の
う
、
床
板
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
、
ベ
ン
チ
フ

リ
ュ
ー
ム
、
ヒ
ュ
ー
ム
管
な
ど

◎
作
業
用
特
殊
機
材
の
借
上
げ
費

土
工
機
械
の
バ
ッ
ク
ホ
ー
、
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
、
締
固
め
機
械
、
振

動
ロ
ー
ラ
ー
な
ど

※
資
材
の
購
入
費
と
機
材
の
借
上
げ

【 

生
活
基
盤
整
備
支
援
２
次
募
集 

】

費
の
合
計
額
を
、
支
援
基
準
の
限

度
額
の
範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

な
お
、
原
材
料
に
つ
い
て
は
現
物

支
給
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
支
援
基
準

　

支
援
区
分
／
支
援
限
度
額（
上
限
）

○
道
路
の
改
良
を
主
工
事
と
す
る
も

の
／
受
益
世
帯
数
に
10
万
円
を
乗

じ
て
得
た
額
以
内（
50
万
円
）

○
道
路
の
舗
装
・
水
路
の
整
備
・
た

め
池
補
修
・
用
排
水
路
の
浚
渫
、

頭
首
工
の
補
修
を
主
工
事
と
す
る

も
の
／
受
益
世
帯
数
に
６
万
円
を

乗
じ
て
得
た
額
以
内（
30
万
円
）

○
そ
の
他（
前
記
に
準
ず
る
も
の
）／

受
益
世
帯
数
に
４
万
円
を
乗
じ
て

得
た
額
以
内（
20
万
円
）

■
申
込
期
限　

10
月
30
日（
金
）

■
決
定
方
法　

申
請
書
の
内
容
を
審

査
し
、
事
業
の
公
益
性
・
緊
急
性

な
ど
を
考
慮
し
て
、
事
業
を
決
定

す
る
（
支
援
を
決
定
し
た
場
合
に

は
決
定
通
知
書
を
送
付
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

建
設
課  

土
木
管
理
係

　

☎
52
‐
５
８
０
７



2015　9/11 号　

　

周
防
大
島
高
校
で
は
、
平
成
28
年
４

月
に
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
め

ざ
し
た
福
祉
専
攻
科
を
開
設
し
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
資
格　

高
校
等
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
人

◇
推
薦
入
学　

10
月
６
日
（
火
）

・
出
願
期
間

　

９
月
24
日
（
木
）
～
30
日
（
水
）

◇
一
次
募
集　

12
月
10
日
（
木
）

・
出
願
期
間

　

11
月
30
日（
月
）～
12
月
４
日（
金
）

◇
問
合
せ
先

　

周
防
大
島
高
校
久
賀
校
舎

　

☎
72
‐
０
０
２
４

【 

福
祉
専
攻
科
生
徒 

】

◇
期
間

　

11
月
14
日（
土
）～
18
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

◇
場
所　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

◇
部
門
・
応
募
点
数

・
第
１
部「
美
術
」

絵
画
、
彫ち
ょ
う
そ塑
、
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン

の
項
目
は
、
１
人
１
点
。
陶
芸
、

木
工
、
竹
工
、
金
工
の
項
目
は
１

人
２
点
ま
で

【 

柳
井
市
美
術
展
覧
会
作
品 

】

【 
親
子
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い 

】

◇
日
時

　

10
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）

　

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
午

前
10
時
集
合
、
翌
午
後
３
時
解
散

◇
場
所

　

国
立
山
口
徳
地
青
少
年
自
然
の
家

　
（
山
口
市
徳
地
船
路
６
６
８
）

◇
内
容　

Ｓ
Ｌ
乗
車
と
徳
地
青
少
年

自
然
の
家
体
験
（
Ｓ
Ｌ
お
よ
び
青

少
年
の
家
所
有
バ
ス
利
用
）

◇
対
象
者　

県
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
（
母
子
・
父
子
）
の
親
と
子

（
小
学
生
以
上
）

◇
募
集
人
数　

15
家
族
程
度

◇
参
加
費

　

大
人　
　
　
　

１
５
０
０
円

　

小
・
中
学
生　

１
０
０
０
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
方
法　

住
所
・
参
加
者
全
員

の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
子
ど
も
の

学
年
・
性
別
、
日
中
連
絡
の
と
れ

る
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む

　
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◇
応
募
締
切　
９
月
30
日
（
水
）
必
着

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
４
９
０

　

℻
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
４
９
９

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
、
愛
着
と
誇
り
の
も
て
る
わ
が
ま

ち
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
合
い
言

葉
と
な
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
方
法

①
郵
便
（
ハ
ガ
キ
・
封
書
と
も
可
）、

電
子
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
で
の
応
募

②
作
品
と
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
・

職
業
（
ま
た
は
学
校
名
・
学
年
）

を
明
記
す
る

※
応
募
作
品
は
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に

帰
属
し
、
受
賞
作
品
に
つ
い
て
次

年
度
以
降
の
「
ま
ち
づ
く
り
月
間
」

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
自
由
に

活
用
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

◇
募
集
締
切

　

11
月
30
日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

◇
応
募
・
問
合
せ
先

　

〒
１
０
２
‐
０
０
９
４

　

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
３
‐
32

　
（
公
財
）
都
市
計
画
協
会

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
標
語
募
集
係

　

☎
０
３
‐
３
２
６
２
‐
３
４
９
１

【 

ま
ち
づ
く
り
標
語 

】

田
布
施
町
合
併
60
周
年
記
念

第
14
回
た
ぶ
せ
ハ
ゼ
の
実
ろ
う
そ
く
ま
つ
り

　

８
月
２
日
（
日
）、
ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー

ド
周
辺
で
第
14
回
た
ぶ
せ
ハ
ゼ
の
実

ろ
う
そ
く
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
快
晴
で
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
演
目
を
披
露
し

て
い
ま
し
た
。

　

巨
大
ろ
う
そ
く
絵
の
火
つ
け
人
の

中
に
は
、
遠
方
か
ら
遊
び
に
来
た
人

も
お
り
、
楽
し
そ
う
に
ハ
ゼ
の
実
ろ

う
そ
く
に
火
を
灯
し
て
い
ま
し
た
。

あ
た
り
が
暗
く
な
る
と
河
原
に
は
町

章
が
、
ま
た
対
岸
の
大
火
文
字
に
は

「
祝
60
ｔ
ｈ
た
ぶ
せ
」
が
浮
か
び
上
が

り
、
来
場
者
か
ら
は
歓
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。
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人口と世帯

… 人口 …
15,776  人

（増減－７人）

… 男 …
7,508  人 

… 女 …
8,268  人 

… 世帯 …
7,010 世帯

（８月１日現在）

今月の納期

９月・10 月

休日・夜間納税（相談）窓口

◇納付場所　  町役場１階 税務課窓口

◇対象および内容の問合せ先

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　９月 27 日（日）　10 月 25 日（日）

■平日夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）
　９月 30 日（水）　10 月 30 日（金）

　滞納が続くと、納期から本税（料）
納付までの経過日数に応じて延滞金が
加算されます。督促手数料や延滞金を
含めて完納とならない場合、滞納処分
を受けることになります。
　やむを得ず納期限までに納付できな
い事情のある人などの納付に関する相
談もお受けします。

　町県民税・固定資産税・軽自動車税
　　　　　　………税　務　課　　☎ 52-5804
　国民健康保険税
　後期高齢者医療保険料・介護保険料
　　　　　　………健康保険課　　☎ 52-5809
　保育料および児童クラブ保育料
　　　　　　………町民福祉課　　☎ 52-5810
　町営住宅使用料および駐車場使用料
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5807

　下水道受益者負担金
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5817

○国民健康保険税・介護保険料
　後期高齢者医療保険料	 （３期）

広報たぶせNo.948 ●印刷所　キッショウ株式会社 本紙は環境にやさしい再生紙を使用しています。

催　

し

■
日
時　

10
月
４
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

徳
山
海
上
保
安
部

　
（
山
口
県
周
南
市
那
智
町
３
‐
１
）

■
内
容

巡
視
船
体
験
公
開
（
午
前
・
午
後

１
回
）、
巡
視
艇
一
般
公
開
、
潜

水
士
に
よ
る
展
示
訓
練
な
ど

■
体
験
航
海
応
募
に
つ
い
て

◇
募
集
人
数

　

午
前
・
午
後　

各
90
人

◇
申
込
方
法　

　

往
復
は
が
き
に
、
往
信
裏
面
に
は

乗
船
希
望
の
便
（
午
前
・
午
後
い

ず
れ
か
）、
乗
船
希
望
者
全
員
の

氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号

（
１
枚
に
つ
き
４
人
ま
で
応
募
可
）

を
、
返
信
表
面
に
は
乗
船
希
望
者

（
代
表
者
）の
住
所
・
氏
名
を
記
入

し
応
募
先
へ
送
付

◇
応
募
締
切　

９
月
17
日（
木
）必
着

◇
応
募
先

　

〒
７
４
５
‐
０
０
２
３

　

周
南
市
那
智
町
３
‐
１

　

徳
山
海
上
保
安
部  

巡
視
船
く
ろ

か
み
体
験
航
海
係

■
問
合
せ
先

　

徳
山
海
上
保
安
部  

管
理
課

　

☎
０
８
３
４
‐
31
‐
０
１
１
１

【 

徳
山
海
保
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５ 

】

◇
日
時　

10
月
10
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

　
（
小
雨
決
行
）

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
内
容　

健
康
相
談
・
血
圧
測
定
、

福
祉
車
輌
・
し
お
り
作
り
・
お
話

会
・
手
話
・
点
字
体
験
、
飲
食
物
・

遊
休
品
・
竹
細
工
製
品
な
ど
、「
燃

料
電
池
・
電
気
自
動
車
」
展
示
、

大
型
絵
本
・
腹
話
術
・
合
唱
・
手

品
・
竹
楽
器
・
大
正
琴
・
三
味
線

演
奏
、
よ
さ
こ
い
な
ど

※
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
景
品
あ
り
）

※
も
ち
ま
き
（
午
後
１
時
45
分
～
）

※
会
場
で
ア
ル
ミ
缶
、
古
切
手
、
は

が
き
な
ど
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
53
‐
１
１
０
３

【 

た
ぶ
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り 

】

・
第
２
部「
書
」　

１
人
１
点

・
第
３
部「
写
真
」１
人
２
点
ま
で

◇
応
募
資
格

　

柳
井
市
お
よ
び
周
辺
に
居
住
ま
た

は
柳
井
市
内
に
勤
務
・
通
学
す
る

人
、
関
係
団
体
に
所
属
し
て
い
る

人（
中
学
生
以
下
を
除
く
）

◇
出
品
料

　

各
部
門
・
各
項
目

　

１
人　

１
０
０
０
円

　
（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

◇
受
付
・
搬
入
日
時

　

11
月
９
日（
月
）

　

正
午
～
午
後
６
時

※
開
催
要
項
お
よ
び
出
品
目
録
は
、
柳

井
市
役
所
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推

進
課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
美
術
展
覧
会
の
開
会
式
・
表
彰
式

は
、
11
月
14
日（
土
）午
前
９
時
～

で
す
。

◇
問
合
せ
先

　

第
51
回
柳
井
市
美
術
展
覧
会
運
営

委
員
会
（
柳
井
市
生
涯
学
習
・
ス

ポ
ー
ツ
推
進
課
内
）

　

☎
22
‐
２
１
１
１（
内
線
３
３
１
）
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広
報
た
ぶ
せ

  NO.948

平
成
27
年

９
月
11
日

● 編集・発行　田布施町役場　総務企画課  企画係
　〒 742-1592   山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 3440 番地 1

☎ 0820-52-5803
　0820-53-0140FAX

HP　　http://www.town.tabuse.lg.jp
E-mail  kikakuzaisei@town.tabuse.lg.jp

１
（木）

■思い出の写真パネル展　8:30 ～ 17:15（城公）（～ 10/14）16
（金）

■肺がん検診　9:00 ～（各会場）

２
（金）

■育児相談　10:00 ～ 11:00（西公） 17
（土）

■スポーツまつり　9:00 ～（スポーツセンター）
■ウォーキング大会　10:00 ～（スポーツセンター）

３
（土）

18
（日）

■ねんりんピック　10:00 ～（中学スタート）
■山口どこでも紙芝居　13:30 ～ 15:00（郷土館）

４
（日）

■城南公民館まつり　9:00 ～ 15:00（城公・城小） 19
（月）

■肺がん検診　9:00 ～（各会場）

５
（月）

■育児相談　10:00 ～ 11:00（西公）
■魅力再発見ウォーキング　8:30 ～ 10:30（城公）

20
（火）

■肺がん検診　9:00 ～（各会場）

６
（火）

■健康・栄養相談　10:00 ～ 11:30（いきいき）
■はつらつ元気教室　13:30 ～ 15:30（西公）

21
（水）

■肺がん検診　9:00 ～（各会場）
■保健センター開放日　10:00 ～ 12:00（西公）
■天体教室　19:00 ～ 21:00（郷小）

７
（水）

■４か月児相談　10:00 ～ 10:30（西公） 22
（木）

■肺がん検診　9:00 ～（各会場）
■人権教育学習講座③　19:00 ～ 20:30（中公）

８
（木）

■人権教育学習講座①　19:00 ～ 20:30（中公） 23
（金）

■肺がん検診　9:00 ～（各会場）

９
（金）

24
（土）

■両親学級　10:00 ～ 11:30（西公）
■田布施町文化展　9:00 ～ 16:00（中公）（～ 25 日 15:00）

10
（土）

25
（日）

■詩情公園美化ボランティア　8:00 ～（地域交流館裏）

11
（日）

■東田布施地域コスモスまつり　10:00 ～ 14:00
　（大波野コスモス広場）

26
（月）

■魅力再発見ウォーキング　8:30 ～ 10:30（城公）

12
（月）

27
（火）

■男性の料理教室　9:30 ～ 12:30（西公）

13
（火）

28
（水）

■こころの相談　13:30 ～ 15:00（いきいき）

14
（水）

29
（木）

■離乳食教室　10:00 ～ 11:30（西公）

15
（木）

■人権教育学習講座②　19:00 ～ 20:30（中公） 30
（金）

■健康まるごと講座　13:30 ～ 15:00（いきいき）

31
（土）

10月のカレンダー
省
略
文
字

●中公：中央公民館　　　●西公：西田布施公民館　●東公：東田布施公民館
●麻公：麻郷公民館　　　●城公：城南公民館　　　●里公：麻里府公民館
●いきいき：高齢者いきいき館　 ●麻福：麻郷福祉会館　　●中学：田布施中学校

柳 井 川

区分 診療日 診療時間

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はありません。

午前９時～正午
（受付 午前 11 時 30 分まで）
午後１時～午後５時

（受付 午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません。

午後７時～午後 10 時
（受付 午後９時 30 分まで）

休日夜間応急診療所
（柳井市中央１- ５- ３）

●連絡先（診療時間内）

☎ 22-9001

【心】

【困】

【介】

【介】

【心】

【困】 今月の困りごと相談
日時 10 月 26 日（月）
　　  午前 10 時～午後３時
場所 中央公民館１階和室
 問　町民福祉課 ☎ 52-5811
※子どもの人権相談・行政相談も
　受け付けています

【心】 心配ごと相談
日時 毎週月曜日
　　 午前 10 時～正午

（祝日・困りごと相談日を除く）

場所 町社会福祉協議会
 問　☎ 53-1103

【介】 介護よろず相談
日時 第２・４木曜日
　　 午前 10 時～午前 11 時
場所 高齢者いきいき館
 問　地域包括支援センター
  　　☎ 53-1292

【法】 弁護士無料法律相談
日時  10 月 21 日（水）
　　  午前９時～
場所 町役場１階保健室
 問 町民福祉課 ☎ 52-5811
※電話による完全予約制(先着順)

【法】


